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募集要項 交通案内

募集定員　15名
応募資格　第115回医師国家試験を受験予定の者及び既卒者で、

令和2年医師臨床研修マッチングに参加する者
応募締切  

試験日程

1回目：令和2年7月31日（金）
2回目：令和2年8月7日（金）
1回目：令和2年8月14日（金）
2回目：令和2年8月21日（金） 

 　

試験内容 書類選考、面接試験

管理課　(庶務班長：廣瀬、研修医事務係：前田）

maeda.sonomi.fm@mail.hosp.go.jp
http://kagomc.hosp.go.jp

初期研修医処遇
身　　分 期間職員 加入保険 政府管掌保険、厚生年金、労災保険、雇用保険

基 本 給
１年次 月額　426,400円 当直手当 20,000円/回

２年次 月額　455,800円 通勤手当 ～55,000円（上限） ※支給要件あり

賞　　与
１年次 － 宿　　舎

（住宅手当）
単身用・世帯用宿舎あり（約18,000～ 22,000円 /月） 、
住宅手当無し ２年次 －

出　　張
休　　暇

学会、研修会への参加可能（演者の場合：旅費を支給）
 

そ の 他 病院見学は随時受け付けております。（旅費補助有り）BLS、ACLS等受講料補助有り。年次有給休暇（20日）、リフレッシュ休暇（3日）、年末年始

その他手当 超過勤務手当

鹿児島医療センター
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●

病院のアピールポイント

自動車　　九州自動車道　鹿児島北 ICより約15分
　　　　　　　　　　　　薩摩吉田 ICより約30分
JR・バス　 JR鹿児島中央駅下車　市電にて市役所前下車（20分、2.5㎞）
　　　　　JR鹿児島駅下車　徒歩15分（車５分）
　　　　　 。すましたいい願おうよすまいさだく用利ごを関機通交共公でのい狭が場車駐 ※

応募連絡先

所 在 地　 番 号
担当部署　
電　　話　   
F A X　
E -ma i l　
U R L

研修協力施設　 

鹿児島医療センター
病院の概要

所　在　地　〒892-0853　鹿児島市城山町８番１号
開　設　者　独立行政法人国立病院機構
開設年月日　平成16年4月１日
病　院　長　田中　康博
病　床　数　410床
診 療 科 目　

医　師　数 77名（常勤）、27名（非常勤）
指 導 医 数 38名 ※指導医養成講習会受講済
１日平均外来患者数 436.3人（令和元年度実績）
１日平均入院患者数 340.7人（令和元年度実績）

臨床研修プログラムの目的と特徴

【研修プログラムの目的】
１．基本的な診察法を身につける
２．日常診療に必要な手技を会得する
３．診断・治療への考え方を身につける
４．医療におけるチーム医療への実践を行う
５．プロフェッショナリズムを有する臨床医の礎を築く
【研修プログラムの特徴】
当センターの臨床研修プログラム「城山」は、厚生労働省の初期研修医到達目標を基礎とし、先輩研修医、上級医、指導医、
専任秘書の助言を参考にしながら、オーダーメイド型でプログラムを作れます。地域から信頼されている病院で、一次から高
度先進医療までを豊富に経験できます。将来の礎を私たちの病院で築いてください。

研修協力病院・研修協力施設
研修協力病院  　

臨床研修スケジュール

内科、循環器内科、血液内科、腫瘍内科、消化器内科、糖
尿病・内分泌内科、脳・血管内科、神経内科、脳神経外
科、小児科、放射線科、心臓血管外科、外科、消化器外
科、耳鼻咽喉科、婦人科、泌尿器科、皮膚腫瘍科・皮膚
科、リハビリテーション科、麻酔科、歯科口腔外科、病理
診断科、救急科、眼科、腎臓内科

鹿児島医療センター内科専門医研修プログラム
（定員：３名）
　当院は、がん、脳卒中、心臓病を中心にした急
性期病院です。研修期間は、当院（基幹施設）２
年、連携施設・特別連携施設１年で合計３年間と
しています。日本内科学会の定める「内科専門研
修カリキュラム」に基づいた、内科専門医に求め
られる知識・技能の習得を目指します。内科専門
医だけでなく、Subspecialty研修（消化器、糖
尿病、内分泌、血液内科、腎臓、循環器等）を並
行して行うこともできます。
　研修中、専攻医の希望に合わせてフレキシブル
な対応ができるようにプログラムを編成します。
詳しくは、当院ホームページをご覧ください。

１．地域から信頼される病院です
　「循環器・がん・脳卒中」を中心に高度医療を支えています。医療圏内の４割弱の循環器の患者さん（包
括医療制度病院内）が受診されます。がん・脳卒中も２～３割の患者さんが受診されます。

２．歴史を重んじ、進歩を続けます
　医療を取り巻く環境は刻一刻変化します。当院の前身は昭和20年に開設された国立鹿児島病院から
始まっています。
　昭和49年鹿児島大学医学部附属病院が桜ヶ丘地区に移転しましたが、その跡地に建設を許可されま
した。歴史を重んじながら、循環器・がん・脳卒中を中心に、信頼される病院として機能できるよう、
常に考えながら行動を続けています。

３．臨床能力・学術活動・教育啓蒙に精通した指導医が各診療科に揃っています
　鹿児島大学病院との結びつきも強く、助教、講師、准教授出身者が多く存在します。臨床研究部があり、
医学博士取得も可能です。

４．初期臨床研修医は「宝石の原石」と考えています
　初期臨床研修医が将来に羽ばたき、それぞれ個性を持った輝く宝石となっていただくために、先輩研
修医、上級医、指導医、看護師、コメディカルスタッフ、事務方が心のこもった教育・指導を心がけて
います。

外科・消化器外科部長

菰方　輝夫

※現在、都道府県へ申請中

※現在、都道府県へ申請中

鹿児島大学病院（全診療科）、※鹿児島市立病院（全診療科）、霧島市立医師会医療センター（全診療科）、鹿児島厚生連
病院（全診療科、一般外来）、国立病院機構 指宿医療センター（全診療科、一般外来、地域医療）、国立病院機構 南九州病
院（全診療科）、国立病院機構 熊本医療センター（救急科）、国立病院機構 長崎医療センター（救急科）、信州大学医学部
附属病院（救急科）、南風病院（呼吸器科、消化器科、腎臓内科、整形外科）、今給黎総合病院（総合内科、外科、小児科、産
婦人科、形成外科）、伊集院病院（産婦人科）、谷山病院（精神科）、伊敷病院（精神科）、姶良病院（精神科）、鹿児島こども
病院（小児科、一般外来）、米盛病院（整形外科、救急科）、出水総合医療センター（外科、小児科、一般外来）、今村総合病
院（総合内科、一般外来）、いづろ今村病院（総合内科、一般外来）、大島病院（内科、外科、小児科、産婦人科、一般外来、地
域医療）、県民健康プラザ鹿屋医療センター（内科、外科、一般外来、地域医療）、薩南病院（内科、外科、一般外来、地域医
療）、北薩病院（内科、外科、小児科、一般外来、地域医療）      

相良病院（乳腺外科、甲状腺科、婦人科、緩和ケア科、病理診断科、麻酔科、形成外科、腫瘍内科、循環器内科）、愛育病院
（産婦人科）、手打診療所（地域医療）、肝付町立病院（地域医療）、宮上病院（地域医療）、種子島医療センター（地域医
療）、枕崎市立病院（地域医療）、薩摩郡医師会病院（地域医療）、出水総合医療センター 野田診療所（地域医療）、出水総
合医療センター 高尾野診療所（地域医療）、ナカノ在宅医療クリニック（在宅医療）

臨床研修スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1年次

2年次 精神科
（4週）

小児科
（4週）

産婦人科
（4週）

地域医療
（4～12週）

鹿児島医療
センター選択
（4週）

外科系

一般外来

救急部門

希望選択

鹿児島医療
センター選択

　合計12週の研修を行う。
　※4～8週の場合は、救急当直40～20回以上で救急部門12週相当とする。

　当院または協力病院から自由に選択する。最長で32週の希望選択期間。
　※到達目標の達成度を考慮して選択する。

　当院の診療科から自由に選択する。
　※到達目標の達成度を考慮して選択する。

　当院または協力病院・施設にて16週の研修を行う。
　※16週のうち4週は当院の外科・消化器外科もしくは心臓血管外科を選択する。

希望選択　（20～32週）

　4週の研修を行う。
　※内科、外科、小児科、地域医療の研修が可能な施設で並行研修を行うことができる。

※2年間の研修のうちに一般外来での研修を4週行う。

内科系　（24週） 外科系　（16週） 救急部門
　（4～12週）

＜研修パターン2＞
専攻医研修 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1年目

基幹施設内科
（ローテーションは自由選択）

連携施設
（自由選択、1施設3ヵ月以上）

救急当直
（平日1回/月、土・日・祝祭日1回/月） 初診 ＋ 再診外来（1回/週）

JMECC受講

医療安全・医療倫理・感染対策講習会受講（2回/年以上）、CPC受講

2年目

基幹施設内科
（ローテーションは自由選択）

連携施設
（自由選択、1施設3ヵ月以上）

救急当直
（平日1回/月、土・日・祝祭日1回/月） 初診 ＋ 再診外来（1回/週）

医療安全・医療倫理・感染対策講習会受講（2回／年以上）、CPC受講

病歴提出準備

3年目

基幹・連携施設での研修継続、あるいは基幹施設診療科に所属してSubspeciality研修を開始するかは
2年目までの状況によって自由選択

初診 ＋ 再診外来（1回/週）

医療安全・医療倫理・感染対策講習会受講（2回／年以上）、CPC受講

＜研修パターン1＞
専攻医研修 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2年目

連携施設（自由選択、1施設3ヵ月以上）

初診 ＋ 再診外来（1回/週）

医療安全・医療倫理・感染対策講習会受講（2回／年以上）、CPC受講

病歴提出準備

1年目

基幹施設内科（ローテーションは自由選択）

救急当直（平日1回/月、土・日・祝祭日1回/月）

JMECC受講

医療安全・医療倫理・感染対策講習会受講（2回/年以上）、CPC受講

3年目

基幹・連携施設での研修継続、あるいは基幹施設診療科に所属してSubspeciality研修を開始するかは
2年目までの状況によって自由選択

初診 ＋ 再診外来（1回/週）

医療安全・医療倫理・感染対策講習会受講（2回／年以上）、CPC受講

　※　鹿児島医療センターの内科系診療科は、循環器内科、消化器内科、血液内科、腫瘍内科、脳血管内科、糖尿病・内分泌内科、腎臓内科の7診療科からなる。
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科、小児科、放射線科、心臓血管外科、外科、消化器外
科、耳鼻咽喉科、婦人科、泌尿器科、皮膚腫瘍科・皮膚
科、リハビリテーション科、麻酔科、歯科口腔外科、病理
診断科、救急科、眼科、腎臓内科

鹿児島医療センター内科専門医研修プログラム
（定員：３名）
　当院は、がん、脳卒中、心臓病を中心にした急
性期病院です。研修期間は、当院（基幹施設）２
年、連携施設・特別連携施設１年で合計３年間と
しています。日本内科学会の定める「内科専門研
修カリキュラム」に基づいた、内科専門医に求め
られる知識・技能の習得を目指します。内科専門
医だけでなく、Subspecialty研修（消化器、糖
尿病、内分泌、血液内科、腎臓、循環器等）を並
行して行うこともできます。
　研修中、専攻医の希望に合わせてフレキシブル
な対応ができるようにプログラムを編成します。
詳しくは、当院ホームページをご覧ください。

１．地域から信頼される病院です
　「循環器・がん・脳卒中」を中心に高度医療を支えています。医療圏内の４割弱の循環器の患者さん（包
括医療制度病院内）が受診されます。がん・脳卒中も２～３割の患者さんが受診されます。

２．歴史を重んじ、進歩を続けます
　医療を取り巻く環境は刻一刻変化します。当院の前身は昭和20年に開設された国立鹿児島病院から
始まっています。
　昭和49年鹿児島大学医学部附属病院が桜ヶ丘地区に移転しましたが、その跡地に建設を許可されま
した。歴史を重んじながら、循環器・がん・脳卒中を中心に、信頼される病院として機能できるよう、
常に考えながら行動を続けています。

３．臨床能力・学術活動・教育啓蒙に精通した指導医が各診療科に揃っています
　鹿児島大学病院との結びつきも強く、助教、講師、准教授出身者が多く存在します。臨床研究部があり、
医学博士取得も可能です。

４．初期臨床研修医は「宝石の原石」と考えています
　初期臨床研修医が将来に羽ばたき、それぞれ個性を持った輝く宝石となっていただくために、先輩研
修医、上級医、指導医、看護師、コメディカルスタッフ、事務方が心のこもった教育・指導を心がけて
います。

外科・消化器外科部長

菰方　輝夫

※現在、都道府県へ申請中

※現在、都道府県へ申請中

鹿児島大学病院（全診療科）、※鹿児島市立病院（全診療科）、霧島市立医師会医療センター（全診療科）、鹿児島厚生連
病院（全診療科、一般外来）、国立病院機構 指宿医療センター（全診療科、一般外来、地域医療）、国立病院機構 南九州病
院（全診療科）、国立病院機構 熊本医療センター（救急科）、国立病院機構 長崎医療センター（救急科）、信州大学医学部
附属病院（救急科）、南風病院（呼吸器科、消化器科、腎臓内科、整形外科）、今給黎総合病院（総合内科、外科、小児科、産
婦人科、形成外科）、伊集院病院（産婦人科）、谷山病院（精神科）、伊敷病院（精神科）、姶良病院（精神科）、鹿児島こども
病院（小児科、一般外来）、米盛病院（整形外科、救急科）、出水総合医療センター（外科、小児科、一般外来）、今村総合病
院（総合内科、一般外来）、いづろ今村病院（総合内科、一般外来）、大島病院（内科、外科、小児科、産婦人科、一般外来、地
域医療）、県民健康プラザ鹿屋医療センター（内科、外科、一般外来、地域医療）、薩南病院（内科、外科、一般外来、地域医
療）、北薩病院（内科、外科、小児科、一般外来、地域医療）      

相良病院（乳腺外科、甲状腺科、婦人科、緩和ケア科、病理診断科、麻酔科、形成外科、腫瘍内科、循環器内科）、愛育病院
（産婦人科）、手打診療所（地域医療）、肝付町立病院（地域医療）、宮上病院（地域医療）、種子島医療センター（地域医
療）、枕崎市立病院（地域医療）、薩摩郡医師会病院（地域医療）、出水総合医療センター 野田診療所（地域医療）、出水総
合医療センター 高尾野診療所（地域医療）、ナカノ在宅医療クリニック（在宅医療）

臨床研修スケジュール
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2年次 精神科
（4週）

小児科
（4週）

産婦人科
（4週）

地域医療
（4～12週）

鹿児島医療
センター選択
（4週）

外科系

一般外来

救急部門

希望選択

鹿児島医療
センター選択

　合計12週の研修を行う。
　※4～8週の場合は、救急当直40～20回以上で救急部門12週相当とする。

　当院または協力病院から自由に選択する。最長で32週の希望選択期間。
　※到達目標の達成度を考慮して選択する。

　当院の診療科から自由に選択する。
　※到達目標の達成度を考慮して選択する。

　当院または協力病院・施設にて16週の研修を行う。
　※16週のうち4週は当院の外科・消化器外科もしくは心臓血管外科を選択する。

希望選択　（20～32週）

　4週の研修を行う。
　※内科、外科、小児科、地域医療の研修が可能な施設で並行研修を行うことができる。

※2年間の研修のうちに一般外来での研修を4週行う。

内科系　（24週） 外科系　（16週） 救急部門
　（4～12週）

＜研修パターン2＞
専攻医研修 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1年目

基幹施設内科
（ローテーションは自由選択）

連携施設
（自由選択、1施設3ヵ月以上）

救急当直
（平日1回/月、土・日・祝祭日1回/月） 初診 ＋ 再診外来（1回/週）

JMECC受講

医療安全・医療倫理・感染対策講習会受講（2回/年以上）、CPC受講

2年目

基幹施設内科
（ローテーションは自由選択）

連携施設
（自由選択、1施設3ヵ月以上）

救急当直
（平日1回/月、土・日・祝祭日1回/月） 初診 ＋ 再診外来（1回/週）

医療安全・医療倫理・感染対策講習会受講（2回／年以上）、CPC受講

病歴提出準備

3年目

基幹・連携施設での研修継続、あるいは基幹施設診療科に所属してSubspeciality研修を開始するかは
2年目までの状況によって自由選択

初診 ＋ 再診外来（1回/週）

医療安全・医療倫理・感染対策講習会受講（2回／年以上）、CPC受講

＜研修パターン1＞
専攻医研修 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2年目

連携施設（自由選択、1施設3ヵ月以上）

初診 ＋ 再診外来（1回/週）

医療安全・医療倫理・感染対策講習会受講（2回／年以上）、CPC受講

病歴提出準備

1年目

基幹施設内科（ローテーションは自由選択）

救急当直（平日1回/月、土・日・祝祭日1回/月）

JMECC受講

医療安全・医療倫理・感染対策講習会受講（2回/年以上）、CPC受講

3年目

基幹・連携施設での研修継続、あるいは基幹施設診療科に所属してSubspeciality研修を開始するかは
2年目までの状況によって自由選択

初診 ＋ 再診外来（1回/週）

医療安全・医療倫理・感染対策講習会受講（2回／年以上）、CPC受講

　※　鹿児島医療センターの内科系診療科は、循環器内科、消化器内科、血液内科、腫瘍内科、脳血管内科、糖尿病・内分泌内科、腎臓内科の7診療科からなる。


